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Renascence  

 日本共産党議員団を代表して、

賛成討論を行います。 

現 在、学校では、密を避ける

措置がほとんど講じられて

いません。しかし、感染の危険性

は同じです。今のところ、学校で

のクラスター発生が報告された例

はごくわずかであり、教室内での

爆発的感染がただちに発生すると

は立証されていません。しかしそ

れは単に非常に幸運であるという

だけで、いつ教室内で感染爆発が

生じるかわかりません。それを防

止して、子どもたちの学びを保障

するために、子ども間の十分な距

離を保ったうえで教育活動を継続

できるよう、早急に少人数学級を

実現することが必要です。 

分 散登校の際の現場の声を聞

くと、｢すべての子をていね

いに見られるようになった｣｢１時

間の授業で全員に声をかけられ

る｣｢少人数学級は、マスク越しで

も子どもの声が聞こえ、表情を感

じられる｣とのことです。また、

子どもたちや保護者からも、｢先

生が丁寧に勉強を見てくれた｣と

いう声が届いています。 

当 市議会ではすでに６月議会

で｢ＯＥＣＤ諸国並みの30

人以下の少人数学級を推進するこ

と」を求める意見書を採択してい

ます。今回の請願は、新型コロナ

ウイルス感染症の拡大に対応し、

国に機敏に対応してもらいたいと

いう願いが込められ、現在の状況

にふさわしく補強されています

が、内容は６月議会で採択された

意見書と同じです。ＯＥＣＤ加盟

諸国の１学級当たり児童生徒数

は、小学校で平均21,６人です。

20人程度にすることは、せめて

他国の平均並みにしてほしいとい

う、ごく自然な願いではないで

しょうか。 

ま た、学級内の集団づくり、

社会性の獲得を教育の一つ

の目的として捉え、適切な規模の

学級を実現するため、あくまでも

20人程度の規模にしてほしいと

いう趣旨です。 

少 人数学級を実現させるに

は、単に学級定数を減らせ

ばよいというものではなく、教員

の確保、教室の増設、学校の設置

基準や教材の配置基準などいろい

ろな条件整備が必要です。それら

を含めて、子どもの豊かな学びの

ために、私たち大人が一肌脱ごう

ではありませんか。費用も、我が

国の教育予算をＧＤＰ比でＯＥＣ

Ｄ平均に増やせば十分確保できま

す。教育費をせめて諸外国の平均

まで増やすことには、異論を唱え

る人はいないでしょう。 

教 員の質の確保では、少人数

学級にして、現在の長時間

過密労働を人間らしいゆとりのあ

るものに変えていけば、優秀な若

者が大いに教職を志望し、十分な

資質を持った教員の確保につなが

ります。 

国 では、コロナ禍のもとでの

学びに関して、学級規模の

少人数化などが議論されているほ

か、菅首相も少人数学級の実現を

めざすとしています。自民党も、

１学級の定員を40人以下と定め

ている「義務標準法」を改正する

よう萩生田文科相に申し入れまし

た。このように国の動きも前向き

に進んでいますので、私たち地方

議会から大きなエールを送ること

は、大きな意義のあることです。 

本 議会は、これまで少人数学

級の実現に向けて積極的に

取り組んできました。新型コロナ

ウイルス対策特別委員会でも、子

どもたちの学びの支援と感染拡大

防止に向けた環境整備について市

長への提言を行ってきました。今

回の請願の採択は、これらの活動

を発展させるものと確信します。

全議員の賛同を心からお願いし

て、討論とします。 

 

 ９月議会に新日本婦人の会上越支部か

ら出された｢新型コロナウイルス感染症

対策の強化、少人数学級の実現と教員の

抜本的増員を求める意見書の提出に関す

る請願｣の審議では、最終日に私が賛成

の討論を行いました。 

 採決では、多くの議員が市民の声に背

を向け、賛成は５人(近藤、牧田、橋

爪、上野、平良木)にとどまり、不採択

になりましたが、その思いは多くの市民

に共通のものであると確信しています。 

 私が行った討論の内容を以下に紹介

します。(スペースの都合上、若干割

愛してあります) 

 市では、今年度中に｢公の施設の再

配置計画｣を策定し、公共施設を大き

く減らそうとしています。特に、右

の表にあるように市内各地の温浴施

設は、のきなみ俎上に上げられてい

ます。 

 それぞれの施設は、その地域に

とって拠点となる大事な存在で

す。市は、｢合併によって類似施設

が重複することになった｣と言いま

すが、合併によって地域に住む人

が変わったわけではありません

し、面積が小さくなったわけでも

ありませんから、大事な存在であ

ることは変わりありません。 

 現在、市は個々の地域や利用者

に説明をしているとしています

が、一部の人だけへの説明では不

十分です。地域の実情をふまえ

て、多くの市民のみなさんを巻き

込んだ熟議を、さらに重ねていく

べきではないでしょうか。 

 市内では、秋なのにソメイヨ

シノが咲いたと報道されていま

すが、金谷区のあるお宅ではコ

ブシが咲き誇っています。以前

私が花の写真を撮っているとこ

ろを見てくれていた方が、｢う

ちの庭のコブシが咲いたよ｣と

声をかけてくださいました。 


